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一般質問（要旨）

企業が新規に立地した茨城港常陸那珂港区
（ひたちなか市）

県内で開催された自殺対策シンポジウム

世代間交流で生命のリレー教育

TX秋葉原駅

議
員
（
自
民
）　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
（
Ｔ
Ｘ
）
秋
葉
原
駅
で
の
乗
換

え
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
が
非
常
に
混
雑
し
、
Ｔ
Ｘ
の
メ

リ
ッ
ト
が
生
か
し
切
れ
て
い
な
い
。

具
体
的
な
利
便
性
向
上
策
に
つ
い
て

伺
う
。

企
画
部
長　

鉄
道
会
社
で
は
来
年
度
、

ホ
ー
ム
階
か
ら
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

を
増
設
す
る
ほ
か
、
平
成
二
十
四
年

度
を
目
途
に
地
下
通
路
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
増
設
を
行
い
、
混
雑
緩
和
と

乗
換
え
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
む
。

議
員　

新
大
利
根
橋
有
料
道
路
は
、

昨
年
七
月
に
は
既
に
償
還
も
終
わ
っ

て
お
り
、
一
日
も
早
く
無
料
化
す
べ

き
と
思
う
が
見
通
し
は
。

土
木
部
長　

早
期
無
料
化
に
つ
い
て

は
皆
様
か
ら
強
い
要
望
を
受
け
て
い

る
。
無
料
化
後
に
管
理
す
る
工
事
事

務
所
や
千
葉
県
と
の
協
議
を
踏
ま
え

る
必
要
が
あ
り
、
本
年
度
末
に
無
料

化
で
き
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
介
護
予
防
へ
の
取
り
組

み
、水
難
事
故
防
止
の
た
め
の
安
全
・

快
適
な
海
水
浴
場
の
積
極
的
Ｐ
Ｒ
な

ど
も
質
問
）

議
員
（
自
民
）　

一
人
当
た
り
の
県

民
所
得
が
北
関
東
三
県
で
最
下
位
の

現
状
分
析
と
向
上
策
に
つ
い
て
伺
う
。

知
事　

栃
木
・
群
馬
両
県
と
の
差
は

産
業
構
造
の
違
い
で
、
自
動
車
関
連

産
業
の
集
積
度
な
ど
が
影
響
し
た
。

県
民
所
得
の
向
上
に
は
地
域
経
済
の

成
長
が
重
要
で
あ
り
、
地
理
的
優
位

性
や
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
を
活
か
し
、
自
動
車
関
連
産
業
や

物
流
、
食
品
産
業
な
ど
を
対
象
に
戦

略
的
な
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

長
期
保
有
土
地
の
問
題
な
ど

も
あ
り
、
本
県
の
将
来
負
担
比
率
※

は
二
八
八
・
七
％
で
全
国
ワ
ー
ス
ト

四
位
で
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な

推
移
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

仮
に
保
有
土
地
が
全
く

売
れ
な
く
て
も
約
三
四
〇
％
で
早
期

健
全
化
基
準
は
下
回
る
。
負
担
は
平

準
化
し
毎
年
八
十
億
円
、
二
十
年
程

度
で
対
策
を
行
い
、
将
来
世
代
の
負

担
を
抑
制
す
る
財
政
運
営
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
不
況
下
の
企
業
誘
致
や

救
急
医
療
の
開
業
医
と
病
院
の
役
割

分
担
と
連
携
な
ど
も
質
問
）

田
所　

嘉
徳
（
自
由
民
主
党
）

西
野　
　

一
（
自
由
民
主
党
）

五
木
田
良
一
（
自
由
民
主
党
）

荻
津　

和
良
（
自
由
民
主
党
）

田
村
け
い
子
（
公　

明　

党
）

梶
岡　

博
樹
（
自
由
民
主
党
）

加
倉
井
昭
喜
（
自
由
民
主
党
）

佐
々
木
忠
男
（
民　

主　

党
）

山
岡　

恒
夫
（
自
由
民
主
党
）

議
員
（
民
主
）　

自
殺
対
策
は
究
極

の
安
全
網
。
自
殺
を
社
会
全
体
の
問

題
と
し
て
捉
え
、
多
様
な
課
題
に
向

き
合
い
そ
れ
を
解
決
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
。
基
金
を
活
用
し
な
が
ら
、

今
後
ど
の
よ
う
な
予
防
対
策
に
取
り

組
む
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

か
か
り
つ
け
医
う

つ
病
診
断
研
修
な
ど
を
実
施
し
、

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
※
を
養
成
す
る
。

基
金
を
活
用
し
、
来
年
度
か
ら
市
町

村
の
相
談
体
制
の
整
備
、
人
材
養
成

な
ど
の
実
施
を
後
押
し
し
、
県
と
市

町
村
が
一
体
と
な
っ
て
対
策
に
取
り

組
む
。

議
員　

関
係
市
町
村
な
ど
と
連
携
し
、

人
口
想
定
、
契
約
・
必
要
水
量
の
見

直
し
、
施
設
耐
用
年
数
な
ど
を
十
分

精
査
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
広
域
水

道
へ
切
り
替
え
を
図
る
べ
き
。
県
広

域
水
道
事
業
の
有
効
活
用
を
聞
く
。

保
健
福
祉
部
長　

老
朽
化
に
よ
る
施

設
更
新
に
替
え
て
県
中
央
広
域
水
道

用
水
事
業
か
ら
の
受
水
が
促
進
さ
れ

る
よ
う
、
市
町
村
の
協
議
会
の
場
な

ど
で
協
議
・
調
整
を
進
め
る
。

（
ほ
か
に
、
市
町
村
合
併
の
評
価
と

今
後
の
取
り
組
み
、 
県
道
那
珂
湊
大

洗
線
周
辺
の
交
通
渋
滞
解
消
策
な
ど

も
質
問
）

議
員
（
自
民
）　

自
殺
者
が
十
一
年

連
続
で
年
間
三
万
人
を
超
え
て
お
り
、

他
人
の
命
を
奪
う
事
件
も
後
を
絶
た

な
い
。
祖
先
か
ら
受
け
継
い
だ
命
の

大
切
さ
を
教
え
、
命
を
未
来
へ
つ
な

い
で
い
く
教
育
が
必
要
な
の
で
は
。

教
育
長　

小
中
学
校
で
は
道
徳
の
時

間
に
命
の
尊
さ
を
考
え
さ
せ
る
授
業

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
体
験

に
よ
り
種
が
次
の
世
代
に
引
き
継
が

れ
る
こ
と
を
学
ば
せ
、
命
が
続
い
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
く
。

議
員　

本
県
の
有
効
求
人
倍
率
は
過

去
最
低
と
な
っ
て
い
る
。
県
民
の
生

活
に
安
心
と
安
定
を
も
た
ら
す
た
め

に
は
雇
用
の
確
保
が
最
も
重
要
だ
と

考
え
る
が
対
策
は
。

知
事　

企
業
誘
致
に
よ
る
働
く
場
の

確
保
や
、
就
職
面
接
会
に
よ
る
就
職

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、研
修
・

雇
用
一
体
型
事
業
な
ど
に
よ
り
、
人

材
不
足
と
な
っ
て
い
る
介
護
・
福
祉

分
野
な
ど
の
人
材
を
育
成
し
雇
用
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
に
努
め
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
独
居
老
人
へ
の
対
応
、

耕
作
放
棄
地
対
策
な
ど
も
質
問
）

※【将来負担比率】…自治体財政健全化法に規定された4つの財政指標の一つで、400％を超えると財政健全化計画の策定が義務づけられる財政健全化団体となる。
※【ゲートキーパー】…自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応や相談機関につなぐことができる人。

ことば

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

請
願
の
審
査
結
果

土
木
委
員
会

○
県
営
六
番
池
団
地
の
駐
車

場
に
関
す
る
請
願

不

文
教
治
安
委
員
会

○
茨
城
の
障
害
児
教
育
の
充

実
を
求
め
る
請
願

○
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め

る
請
願

採　 不

環
境
商
工
委
員
会

○
常
総
市
に
新
た
な
産
業
廃

棄
物
処
理
施
設
の
建
設
を

認
め
な
い
こ
と
を
求
め
る

請
願

継

採
…
採
択
／
不
…
不
採
択

継
…
継
続
審
査

●
質
問
者

平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
の
適
正
な
執

行
を
求
め
る
意
見
書

　

国
に
お
い
て
、
今
年
度
補
正
予
算
の
一

部
執
行
停
止
等
が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
よ
り
地
方
自
治
体
向
け
の
予
算
が

執
行
停
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
、
関
係

事
業
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
と
な

り
、
本
県
の
景
気
・
雇
用
は
も
と
よ
り
医

療
・
福
祉
な
ど
県
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ

す
ば
か
り
で
な
く
、
ひ
い
て
は
国
と
地
方

の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
、
地
方
自
治
の

混
乱
を
招
く
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

状
況
を
熟
慮
し
、
政
策
の
見
直
し
等
に
あ

た
っ
て
は
、
地
方
自
治
体
の
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
施
策
や
事
業
に
つ
い
て
、
財
源

問
題
で
実
施
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
の

適
正
な
執
行
に
最
大
限
の
配
慮
を
講
じ
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　

教
育
予
算
を
国
全
体
と
し
て
、
し
っ
か

り
と
確
保
・
充
実
さ
せ
る
た
め
、
次
の
事

項
を
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

１　

き
め
細
か
い
教
育
の
実
現
の
た
め
に
、

第
八
次
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
教
職
員

定
数
改
善
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。

２　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持

す
る
こ
と
。

３　

学
校
施
設
整
備
費
、
就
学
援
助
・
奨

学
金
な
ど
教
育
予
算
の
充
実
の
た
め
、

地
方
交
付
税
を
含
む
国
の
予
算
を
拡
充

す
る
こ
と
。

４　

教
職
員
の
人
材
確
保
の
た
め
、
教
職

員
給
与
の
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
こ

と
。　
　
　
　
　
　

  

（
七
面
に
続
く
）

Ｔ
Ｘ
秋
葉
原
駅
の
利
便
性
向
上
策
は

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
な
ど
を
増
設

県
民
所
得
の
向
上
策
に
つ
い
て

戦
略
的
企
業
誘
致
に
よ
り

地
域
経
済
を
成
長
さ
せ
て
向
上
図
る

自
殺
予
防
対
策
の
取
り
組
み
強
化
は

相
談
支
援
体
制
な
ど
の
整
備
に
取
り
組
む

命
を
大
切
に
す
る
教
育
の
機
会
を

道
徳
の
授
業
な
ど
で
教
え
て
い
く

（
要
旨
）

意

見

書


